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校長通信

3年生39人が卒業
3月1日の第51回卒業式で，3年生39人が本校を

卒業しました。

今年度は昨年度に

続き，コロナ禍の一年

となりましたが，3年生

一人一人は互いに学

び合い，高め合いなが

ら，この日の卒業に至りました。

高校三年間の学びを礎に，よりよい社会の実現に

向けて，自分にできることを広げ深めながら，人生を

たくましく切り拓いていくことを願っています。

卒業式の校長式辞の全文は，本校ホームページに掲載しています。
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“進路実現”の体験談を聞く
３月10日に合格体験発表会を行いました。

この会は，高校３年

生の進路実現までの

体験談を聞くことで，

本校１・2年生及び与

論中学校２・3年生に

進路決定までの流れ

を理解させるとともに，自らの進路について具体的に

考える機会にすることなどを目的に行うものです。

会の冒頭では，就職，進学それぞれの進路目標を

実現した卒業生２人が，自身が経験した面接試験の

一端を本校職員が面接担当者となって再現しました。

合格体験発表では卒業生７人が，受験勉強の進め

方や生活面での工夫，受験を終えた今だから気付い

た「やっておくべきこと」など

について，各自の経験を語

りました。生徒たちはメモを

とりながら，先輩たちの話に

聞き入っていました。

生徒のみなさんは，話を聞いて終わりにするのでは

なく，気になったことなどはキャリア・パスポートに書き

留め，図書室やインターネットなども活用して考察を

続けることが大切です。

これからの授業づくりを考える
3月14日に学力検討会を行いました。今年度の学

習指導と学習評価の改善に係る実践を踏まえ，単元

や題材のまとまりごとにどのように授業をデザインして

いくのか，「主体的・対話的で深い学び」が実現する

授業をどのように創っていくのかなどについて，各教

科の問題意識等を各学年で共有し，新年度に向けた

改善方策等について協議しました。

新しい学習指導要領が目指す資質・能力の育成に

おいては，「観点別学習状況の評価」をいかに具現化

していくかが大きな課題と

なります。検討会では，各教

科の特色を踏まえた学習評

価の時機や方法，生徒の主

体的な学習を促す手立てや

学習評価を生徒の学習改善に生かすフィードバック

の在り方について活発な意見交換が行われました。

本校は今後も年間授業計画や単元シラバスの作

成を足がかりに，学習指導と学習評価の改善を推進

しながら，生徒の資質・能力の育成に努めていきます。

授業拝見⑨（芸術） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。最終回は芸術です。

１年生の音楽の授業。この日

の内容は歌唱です。生徒たちは

基礎発声のあと，ドイツの作曲

家シューマンの歌曲「美しい五

月に」をドイツ語の発音を確認

しながら歌います。ピアノの分

散和音にゆっくりと導かれて歌い出されるこの曲は，ドイツ

の詩人ハイネの詩に曲をつけたもので，シューマンの作品の

中でもっとも美しいものの一つと言われています。授業者は，

「外国語の曲は日本語の曲と異なり，一音に言葉が詰ま

っている。その国の言語で歌い，理解することが大切」

と強調します。

授業の後半は日本語の曲「時の旅人」。合唱コンクール

の定番曲として有名な混声三部合唱曲で，生徒たちは強

弱やテンポ感などに留意しながら歌声を響かせました。

授業者は，この時間を含む学期全体を一つの単元とし

て評価規準を設定。３学期の授業は，歌唱（独唱・合唱）

と器楽（ギター）で構成しています。
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令和３年度 第２回学校関係者評価委員会（報告）

鹿児島県立与論高等学校

１ 日 時 令和４年２月18日(金) 午後２時30分～３時30分

２ 場 所 本校図書室

３ 出 席 者 (1) 学校関係者評価委員(４人)

与論中学校，与論町教育委員会事務局，与論町商工会，

ＰＴＡ会長

(2) 本校職員(10人)

校長，教頭，事務長

４部主任(教務，進路指導，生徒指導，保健)，１～３学年主任

４ 内 容 等 校長挨拶，学校評価説明（職員評価，各学年評価），協議(意見交換，要望等)

５ 質疑応答・意見

○ 中学や高校になると，ＰＴＡと学校の連携が少なくなる。家庭や地域との連携を深めていく必要

があるように感じる。

→ 鹿児島の教育県民週間以外に，いつでも来校して授業を参観していただきたい。また，コロナ

の状況にもよるが，教育講演会等の生徒向けの行事にも参加していただけるように積極的に案内

をしたい。

○ 生徒のアンケートでは，下級生の学習の取組に対する自己評価が低い。１～２年生の頃から自宅

での学習習慣をいかに身に付けさせるかが大切だと思う。目標を持たせて，家庭学習にいかにメス

を入れるかが課題だと感じる。

→ 学習は量も大切ではあるが，質の方が大切であると考えている。効率よく時間を使い，エッセ

ンスを学ばせることが重要である。単元シラバス等を活用することで家庭学習の質の向上も見込

めると考えている。また，スマートフォンの使用時間が多い生徒も多数いる現状があり，家庭で

の時間の使い方が課題であると思う。

○ 携帯電話・スマートフォンの学校への持込みについて，高校の状況を教えてほしい。

→ 規則・ルールをきちんと作って，生徒に守るように指導している。また，授業中に教科担当の

教員の指導の下でスマートフォンを使用させ，内容の理解を高めさせることにも取り組んでいる。

○ 与論中学校から与論高校に進学しない生徒もいる。与論高校の魅力が伝わっていないのではないか。

→ 保護者の転勤や特別な支援を必要とするなどの理由で，与論高校に進学しない生徒も一定数い

る。今後も中学校との連携を強化して，与論高校の良さを中学生に伝えていきたい。

○ 基本的な生活習慣の確立に関する問いに対してどの学年の生徒・保護者も評価が低い傾向があ

る。中学校も同様の状況が見られ，心の問題等のデリケートな内容を含むので，指導にも配慮が必

要である。

○ 健康管理ができていない生徒が多いように感じる。朝食を食べなかったり，お菓子を好きな時間

に食べたりと，栄養の偏りも気になる。食の指導もお願いしたい。

○ 島の子供たちは時間の使い方や生活がまったりとしており，大人に押し付けられないと取り組ま

ない傾向がある。与論高校の取組は，生徒一人一人を高めたり，集団としての成長を促しており，

良い方向に向かっていると感じる。

○ ホームページが充実しており，地域に開かれた学校づくりを意識していることがよく分かる。

○ 校長が学事出版教育文化賞優秀賞を受賞したことに敬意を表したい。朝課外の廃止や単元別の観

点別評価の指導には好感が持てる。校長が与論島の子供たちのことをよく理解した上で，様々な改

革を進めているように感じる。

○ 進路の決まった高校３年生が地元の小学校で授業補助(アシスタントティチャー)に参加するな

ど，新しいことに踏み込もうとしているのは素晴らしい取組だと思う。

○ 単車通学の許可や朝課外の廃止等の新しい改革が多く，魅力ある学校づくりを進めてると感じる。

校長の思いが浸透してきたのだということが伝わってくる。


